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越谷南ロータリークラブ会報 
会長 岩淵秀一  幹事 染谷宗一  会長エレクト 小林光蔵 

ＲＩ会長テーマ  「奉仕を通じて平和を」 

クラブ会長テーマ 「奉仕を楽しむ為に６０名会員の達成を」 

平成２５年４月１８日第１９０４回例会 

 

ロータリーソング斉唱「我等の生業」 

 

ゲスト・ビジター紹介 第8グループガバナー補佐 

                  関森初義 様 

 

会長挨拶              岩渕秀一会長

皆さん今日は、今月は 4

月 6 日のグランドゴルフ

には、お天気が心配され

ましたが、皆さんの心が

けが良かったせいか、何

とか雨も降らずにハーフ

のみの競技でしたが終了

する事が出来ました。 

又、他クラブの皆さんにも参加をして頂き一人の怪我

人も無く終了出来ましたことは、社会奉仕の皆さんの

お陰と感謝いたしています。 

そして、4月12日の第8グループ I.Mゴルフ大会には

お忙しい仲10人という皆さんに参加をして頂きました

本当に有難う御座いました。参加をした10人の皆さん

の中で遠山さんの優勝を始め 8 人の皆さんが賞を頂き

ました。 本当にご苦労さまでした。 

今日は又、越ケ谷の歴史の話をします。 

明治の初めの頃の学校の話です。  

日本の公学校は、明治５年（1872）8 月の学制頒布
はんぷ

によって 

始ります。 

この学校設置令によって越谷の:村々にも小学校が設けられ 

ていきましたが、その校舎は、はじめは、ほとんどが寺院の 

座敷が利用されました。 
このときの小学校の生徒は６歳から９歳までが下等小学、１

０歳から1 3歳までが上等小学といわれ上・下とも８級に分

けられ６ヶ月ごとに進級するしくみになっていました。授業

は朝８時から始まり、午後３時迄1時間の休憩時間を入れて

６時間でした。このうち科目割は8時から９時迄が読み方（読

本）で、１週間に6時間、９時から１０時迄が算術（算数）

で同じく６時間、1 1時迄が作文で同じく６時間11時から1 2

時迄が、修身と単語暗誦でそのうち修身が1週間に２時間単

語暗誦が１週間４時間、1 2時から１時迄休憩時間そして1 時

から３時迄の2時間が習字で１週間1 2時間という時間割り

万でした。また当時の学校規則を培
ほい

根
こん

学校（後の大相模小

学校）の規則でみますと、その主な要旨は次のとおりです。

まず登校した時先生に挨拶しますが、さらに始業と終業のと

きは拍子木を合図に先生に拝礼すること、必要な物以外は持

ってこない事、また忘れ物をしないこと、喧嘩や口論はしな

い事、便所は授業前か放課後にする事、授業中は脇見をした

り、おしゃべりしない事、校内は静かに歩き休憩時間でも声

高を出したりしない事等となっていました。また、教科書は、

江戸時代から用いられていた「従 来 物
じゅうらいもの

」や文部省が作っ

た「単語編」等が使われていましたが、埼玉県で作った「日

本地誌略」等、郷土の事を教える教科書も用いられていまし

た。 

やがて文部省が発行した全国共通の教科書が用いられるよう

になりましたが、これを国定教科書といいます。 

以上、今日の会長挨拶と致します。 

参考文献  

越ｹ谷の歴史物語（第三集） 

 

 

幹事報告                 染谷宗一幹事 

丸山裕次さんの委員会構成

を親睦委員会と出席委員会

にしました。皆様にご案内

致します。 

１、 IMゴルフ 

10 名参加で 7 名賞を

頂きました。 

２、 越谷クラブの公園例

会 

たもがみさんの講演、参加して頂きありがとうございま

した。 

 

委員会報告               

・次年度委員会 中島委員長 

4/19（金）は地区協議会です。出席者は参加よろしくお願

いします。 

・社会奉仕委員会 中村委員長 

4/6（土）グランドゴルフ大会について社会奉仕委員、 

参加者の皆様ご協力ありがとうございました。 



 

ゲストビジター            関森初義 様 

今月は雑誌月間です。雑誌

の購読は３大義務でありま

すので、皆様購読をよろし

くお願いします。 

 

 

 

 

三分間スピーチ           池田 玄一 様 

本年度は３年に１回開催さ

れる規定審議会の年に当た

ります。場所は米国イリノ

イ州シカゴで２０１３年４

月２１日から２６日です。

審議されるのは、２０１１

年１２月３１日締切日まで

にＲＩ事務総長が受理し、

ＲＩ理事会が「欠陥がない」と判断されたものです。決議１

３－○○とされ今年は１９９件の審議案となりました。過半

数で採択されます。この審議案の提案者は各ロータリークラ

ブです。当クラブ提案でも地区大会で承認されれば規定審議

会に上程されることになります。過半数で採択されると「手

続要覧」も変わってきますし、ロータリークラブのあり方も

変わってきます。大変重要な審議会です。ロータリーもいつ

も同じではありません。常に新しい情報を入手する必要があ

ります。１１月ごろには新しい「手続要覧」が出来てくると

思いますので、是非お読みになって下さい。 

 

感謝状の授与    岩淵秀一会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卓話「ライラ研修会について」      吉田豊治会員 

今回のライフ研修は大変意 

義深い研修となりました。 

被災地の視察及び桜の苗木 

の植樹、第2520地区（宮城 

県、岩手県）の若い人達と 

の交流、特にグループワー 

クによる青少年リーダーの 

養成と地区レベルを超えた 

中身の濃い研修でした。 

その中で陸前高田のロータリアンの方のお話は、研修生にと 

っては忘れられない一ページになったのではないでしょうか。 

RYLA（Rotary Youth Leader ship  Awards） 

ロータリー青少年指導者養成プログラム、会員の皆さんチャ

ンスがあれば是非ライラ研修に参加して下さい。 

 

新世代部門RYLAとは？            大熊会員 

ロータリーには5つの奉仕

部門があります。その中に

新世代部門が含まれていま

す。若者が支援する奉仕と

して、新世代奉仕がロータ

リーでは重要視されてきて

います。 

 

2770地区の新世代部門委員会は4つの委員会にて構成されて

います。 

１、 新世代育成・インターアクト委員会 

12歳～18歳までの中・高校生を対象 

２、 ローターアクト委員会 

18歳～30歳を対象 

３、 ＲＹＬＡ委員会 

14歳～30歳までの若者を対象 

４、 青少年交換委員会 

15歳～19歳までの高校生を対象 

 

ＲＹＬＡ(ﾛｰﾀﾘｰ青少年指導者養成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ)活動の目標 

・14歳～30歳までの若者を対象 

・ロータリーが青少年を尊重し、かつ青少年に関心を抱いて

いることを明らかにすること。 

・責任ある有能な青少年リーダーとなる方法を身に付けるよ

う、将来の指導者に対して効果的な研修を与えること。 

・奉仕、高い道徳的基準、平和といったロータリーの価値観

を学ぶ機会を提供します。 

・青少年による青少年への絶えざる、力強い指導を奨励する

こと。 

・青少年リーダーとして地域社会に尽くしている多数の青少

年を公に表彰すること。 

・「本当にやりたいこと」を発見できるような研修内容を検討

する。 

・また、多くのロータリアンの参加が得られ、RYLAの活性化

に結びつくような企画とする。 

・新世代委員会との連携及び協力体制をとり、それぞれの活

動を活性化、効果的な運用をめざします。 

・RYLAの成果にフィールドバックを集め、RYLA元参加者（学

友）との関係を維持し、今後の RYLA活動の充実を図る。アン

ケートの実施⇒活用⇒再度RYLAに参加要請 

 

東日本大地震の大船渡の状況をDVDにて見ました。改めて震

災被害の大きさを思い出されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

                                                         

スマイル報告 

ＩＭ記念ゴルフはお世話になりました。又遠山会員優勝おめ

でとうございます・・・関森ガバナー補佐 

大熊、吉田会員、卓話ありがとうございます・・・岩渕、加

藤、久木野、仁田見、二川、糸賀、中野、神谷、瀬尾 

ライラ研修会の報告ありがとうございました・・・池田、神

谷、赤松、水町 

ライラ研修お疲れ様でした・・・染谷、中尾、深井、奥野 

関森ガバナー補佐ようこそ・・・石野、斎藤、岡田、瀬尾、

清村 

岩渕会長、大口寄付ありがとうございました・・・石田 

岩渕会長ロータリー財団大口寄付おめでとうございます・・・

吉田 

明日は地区協議会です。出席者の皆様よろしくです・・・中

島 

役員理事の皆様、１年間頑張って下さい。私も頑張りま

す。・・・岸田 

岸田さん久しぶりです。元気なお顔が見れて嬉しいです・・・

中島 

ビデオ強烈でした・・・遠山 

吉田さん、大熊さん卓話ご苦労様です。又本日早退します・・・

中野 

遅刻しました・・・本田 

 

 

出席報告 

例 会 日 平成２５年４月１８日 

会 員 数    ５２名 出席   ２５名 

出席免除者    １1名 欠席   １６名 

出 席 率 67.35％ 前々回MU    ３名 

M U 修正率 73.47％ 会報担当：荒井 

 

――――― クラブプロフィール ――――― 

☆姉 妹 ク ラ ブ 国際ロータリー第3460地区 

         台中南区扶輪社（中華民国台中市） 

☆例 会 日 毎週木曜日（PM0：30～1：30） 

☆例会場・事務局 〒343-0842 

         越谷市蒲生旭町10-14中野ビル2階 

         TEL 048－987-5761 

         FAX 048－987-5762 

             E-mail info@koshigayasouth-rc.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ＲＹＬＡ研修』2013.3.22-24岩手県沿岸地域 

 

 

『植樹』（桜８０本）

 

 

『鎮魂の鐘』（大船渡） 
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